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新井南山遺跡第１・２号溝跡完掘状況（南西から）



　首都圏中央連絡自動車道の建設は，首都圏の横浜・厚木・八王子・

川越・つくば・成田・木更津などの中核都市を相互に結び，交通の円

滑化を図るとともに，常磐道をはじめとする国幹道や新東京国際空港

に連結する主要な高速道路であり，今後の首都機能の再編成・産業活

力の向上を図るための基幹施設として計画されたものです。

　この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である新井南山遺跡及び手

代木田向西遺跡が所在しています。

　財団法人茨城県教育財団は，国土交通省常総国道事務所から埋蔵文

化財発掘調査についての委託を受け，平成１７年４月から１２月まで発掘

調査を実施しました。

　本書は，新井南山遺跡・手代木田向西遺跡の調査成果を収録したも

ので，本書が学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対す

る理解を深め，ひいては教育・文化の向上の一助として御活用いただ

ければ幸いです。

　なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である国土交

通省常総国道事務所からの多大な御協力を賜りましたことに対し，厚

く御礼申し上げます。

　また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各位

からいただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

序

茨城県教育財団財団法人

人 見 實 �理事長

平成１９年３月



１　本書は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１７年度

に発掘調査を実施した。茨城県つくば市大字新井字南山７５番地の１ほかに所在する 新  井 
����

 南 
���

 山 遺跡，同市大字
��

手代木字田向西１２８５番地の４ほかに所在する 手  代  木  田 
��������

 向 
���

 西 遺跡の発掘調査報告書である。
��

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　　調　査　　

新井南山遺跡　　　平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日，平成１７年９月１日～平成１７年１０月３１日

手代木田向西遺跡　平成１７年１１月１日～平成１７年１２月３１日

　　整　理　　　　　　　平成１８年６月１日～平成１８年９月３１日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

　　新井南山遺跡

首席調査員兼班長　吉原　作平　　平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日

首席調査員兼班長　樫村　宣行　　平成１７年９月１日～平成１７年１０月３１日　

主任調査員　　　　稲田　義弘　　平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日

主任調査員　　　　栗田　　功　　　

主任調査員　　　　片野　靖久　　平成１７年９月１日～平成１７年１０月３１日

　　　調査員　　　　　　鹿島　直樹　　

手代木田向西遺跡

首席調査員兼班長　樫村　宣行　　平成１７年１１月１日～平成１７年１２月３１日

主任調査員　　　　片野　靖久　　

調査員　　　　　　鹿島　直樹

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長大森雅之のもと，主任調査員栗田功が担当した。

５　本書の作成にあたり，新井南山遺跡の溝跡の覆土については，パリノ・サーヴェイ株式会社に土壌分析を委託

し，考察は付章として巻末に掲載した。

例 言



１　地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，新井南山遺跡はＸ＝＋６，４８０�，Ｙ＝＋２２，６００�の

交点，手代木田向西遺跡はＸ＝＋６，４００�，Ｙ＝＋２３，１６０�の交点を基準点（Ａ１ａ１）　とした。

　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々４０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４�四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東

へ１，２，３，…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２　実測図　一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　ＳＩ－住居跡　　ＳＫ－土坑　　ＳＥ－井戸跡　　ＳＤ－溝跡　　ＳＦ－道路跡　　Ｐ－柱穴　　

ＳＸ－不明遺構　　Ｋ－撹乱

　　遺物　　Ｐ－土器・陶磁器　　ＴＰ－拓本記録土器　　Ｑ－石器・石製品　　Ｍ－金属製品

Ｗ－木製品

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（１）遺構全体図は６００分の１・８００分の１，遺構は６０分の１の縮尺で掲載することを基本とした。

（２）遺物は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケールで

表示した。

（３）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　 焼土・施釉・火床面　　　　　　　 竈材・粘土・炉・繊維土器断面

●　土器　　　○　土製品　　　□　石器・石製品　　　■　木製品　　　△　古銭

� 　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

５　遺物観察表・遺構一覧表の表記については，次のとおりである。

（１）計測値の（　）内の数値は現存値を，［　］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，�，�，�で

示した。

（２）遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

６　「主軸」は，炉または竈を持つ竪穴住居跡についてはそれらを通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）

を主軸とみなした。「主軸・長軸（径）方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを

角度で表示した（例　Ｎ－１０゚－Ｅ）。

凡 例
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縄文土器，石器（石
鏃・磨石）

竪穴住居跡 １軒
陥し穴 １基
土坑 １基

縄 文集落跡新 井 南 山 遺 跡

石器（剥片）旧 石 器その他

土師器溝跡 ２条中 世

古銭道路跡 １条近 世

須恵器土坑 １１基
溝跡 ３条
ピット群 １か所
不明遺構 ２か所

時 期 不 明

縄文土器，石器（石
鏃・磨石）

竪穴住居跡 ２軒縄 文集落跡手代木田向西遺跡

須恵器　　　　　竪穴住居跡 １軒平 安 時 代

石器（石核・剥片）旧 石 器その他

陶器（皿），木杭井戸跡 １基
土坑 １３基
溝跡 ３条
ピット群 １か所

時 期 不 明

　新井南山遺跡は，縄文時代・中世・近世の複合遺跡である。調査区の東部から南西に向
かって，２２０�を超える２条の溝が並走しているのが確認されている。溝の東端には，北東
から南西に向かって延びる道路跡が確認されている。手代木田向西遺跡は，縄文時代・平安
時代の複合遺跡である。縄文時代の炉からは，深鉢の口縁部から胴部が２個体分出土して
いる。旧石器時代の遺物として，新井南山遺跡からは剥片が，手代木田向西遺跡からは，石
核・剥片が確認されている。
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第�章�調 査 経 緯

　国土交通省は，首都機能の再編成・産業活力の向上と交通の円滑化を図るために，一般国道４６８号首都圏中央

連絡自動車道事業（つくばＩＣ～国道４０８号間）を進めている。

　平成１３年１０月１７日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長（旧常総国道工事事務所長）は，茨城県教

育委員会教育長に対して，一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車事業地内における埋蔵文化財の有無及びその

取り扱いについて照会した。

　これを受けて茨城県教育委員会は，平成１５年２月６日，２０日に新井南山遺跡，平成１６年１１月５日に手代木田

向西遺跡の現地踏査を，平成１６年１１月２９日・３０日，１２月１日・２日・９日・１０日に手代木田向西遺跡，平成１７

年２月９日・１０日・１４日～１７日，７月５日～７日に新井南山遺跡の試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。

茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに，平成１６年１２月１４日に事業地

内に手代木田向西遺跡が所在する旨を，平成１７年２月２１日，７月１５日に新井南山遺跡が所在する旨とその取り扱

いについて別途協議が必要であることについて回答した。

　国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，平成１７年１月１２日に手

代木田向西遺跡，平成１７年２月２３日に新井南山遺跡について文化財保護法第５７条の３第１項（現行　９４条）の

規定に基づき，土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は現状

保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，国土交通省関東整備局常総国

道事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう，平成１７年１月２５日に手代木田向西遺跡，３月１日新

井南山遺跡についてそれぞれ通知した。

　国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，一般国道４６８号首都圏中

央連絡自動車道事業地内に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について，平成１７年３月１０日に新井南山遺跡につい

て協議した。茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長あてに，平成１７年３月

１２日に新井南山遺跡について発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として

財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　平成１７年７月２２日，一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道事業の工事計画の変更により，茨城県教育委員会

教育長は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長と財団法人茨城県教育財団理事長に，新井南山遺跡の

調査期間と面積等の変更及び手代木田向西遺跡に係る発掘調査の実施について協議した。財団法人茨城県教育

財団理事長は平成１７年７月２２日に，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は平成１７年７月２３日に，茨城

県教育委員会教育長あて，一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道事業にかかる発掘調査計画の変更について

同意する旨回答した。

　財団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業につ

いて委託を受け，平成１７年４月１日～５月３１日，９月１日～１２月３１日まで発掘調査を実施することとなった。
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第１節　調査に至る経緯



　新井南山遺跡，手代木田向西遺跡は，平成１７年４月１日から同年５月３１日，平成１７年９月１日から同年１２月

３１日まで実施した。

　その，概要を表で記載する。

新井南山遺跡（平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日，平成１７年９月１日～平成１７年１０月３１日）

－　　－2

第２節  調 査 経 過

１０　月９　月５　月４　月期間
工程

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業

補 足 調 査
撤 収

手代木田向西遺跡（平成１７年１１月１日～平成１７年１２月３１日）

１２　　月１１　　月期間
工程

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業

補 足 調 査
撤 収
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第�章�位 置 と 環 境

　新井南山遺跡及び手代木田向西遺跡は，つくば市の南東部に立地し，東を流れる小野川と西を流れる東谷田

川，蓮沼川に挟まれた南北に伸びる筑波稲敷台地上に位置している。　この台地は，筑波山を中心とする筑波山

塊と接し，東を霞ヶ浦に流入する桜川と西を利根川に合流する小貝川の二つの河川によって挟まれた標高２０～

２５mほどの平坦な地形である。台地は東から花室川，小野川，蓮沼川，東谷田川，西谷田川などの中小河川が

北から南に向かって流れて，浅い谷津や低地が樹枝状に入り組んでいる。地質的には，貝化石を産する海成の

砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれる斜交層理の顕著な砂層・砂礫層，さらに常総粘

土層と呼ばれる泥質粘土層（０．３～０．５�），褐色の関東ローム層（０．２～２．５�）が連続して堆積し，最上部は腐

食土層となっている１）。

　新井南山遺跡は，蓮沼川と東谷田川の合流点より約１．５�上流の蓮沼川左岸の標高約２３�の平坦な台地上に

位置し，蓮沼川と並行するよう走る市道西側に接している。台地は主に畑地・住宅地・平地林として利用され，

周辺の低地は水田として利用されている。当遺跡の調査前の現況は，山林及び宅地である。手代木田向西遺跡

は，新井南山遺跡の東約０．５�の標高２２．５�の平坦な台地上に位置し，蓮沼川と並行するよう走る市道東側に接

している。台地は主に畑地・住宅地・平地林として利用され，周辺の低地は水田として利用されている。当遺

跡の調査前の現況は，山林及び畑地である。　　　

　新井南山遺跡及び手代木田向西遺跡周辺の東谷田川，西谷田川，蓮沼川，小野川流域の台地上には，縄文時

代から近世にかけての遺跡が数多く存在している。ここでは，当遺跡の周辺及び，関連する遺跡の概要につい

て記述する。

　旧石器時代の遺跡では，小野川を望む台地縁辺部に点在している。 市  ノ  台  屋  敷 遺跡２）からは角錐状石器が出
いち の だい や しき

土している２）。 下  大  井 遺跡３）からは，ナイフ形石器，剥片が出土しており，石器製作跡の可能性が指摘されてい
しも おお い

る。東谷田川流域では， 島  名  前  野 
しま な まえ の

 東 遺跡４）〈３〉
ひがし

からナイフ形石器や剥片， 面  野  井  北 の 前 遺跡〈４〉から荒屋形彫器
おも の い きた まえ

などが確認されている。

　縄文時代になると，集落が形成されるようになる。西谷田川左岸の台地縁辺部には 境 
さかい

 松 遺跡〈５〉が，小野川右
まつ

岸には下大井遺跡， 大  井 遺跡，左岸には 中  内  西  ノ  妻 遺跡〈６〉などが存在している。境松遺跡５）では，縄文時代前
おお い なか うち にし の つま

期の住居跡が８軒，中期の住居跡が４２軒，土坑は袋状土坑を含め２４０基以上が確認されている。中内西ノ妻遺

跡６）は猟場としての陥し穴が数基ずつ直線的に並んで，検出されている。

　弥生時代の遺跡は少なく境松遺跡，蓮沼川左岸に位置する 苅  間  神  田 遺跡〈７〉が確認されているのみである。
かり ま じん でん

境松貝塚からは，竪穴住居跡６軒と弥生時代中期から後期最終末に比定される壺，台付甕，甑が出土している。

　古墳時代になると遺跡数は増加する。集落としては，前期は 行 
ぎょう

 人  田 遺跡，中期は中内西ノ妻遺跡，中期から
にん だ

後期は馬場遺跡，行人田遺跡，下大井遺跡がある。

　奈良・平安時代になると，律令体制の確立と共に当遺跡の所在する谷田部地区は，河内郡に編入されること

第１節  地 理 的 環 境

第２節  歴 史 的 環 境
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になる。河内郡衙は，当遺跡から，北北東に７．５�の距離に位置する桜地区の西坪遺跡付近に所在する。『和妙

類聚抄』によれば，谷田部地区は河内郡八部郷に属し，仁徳天皇の妃 八田若郎女 のために八田部を置いた所と
やたのわかいらつめ

言われており，地名の語源となっている７）。

　奈良・平安時代の遺跡は，島名熊の山遺跡〈４４〉を中心に，東谷田川右岸に 島  名  本  田 遺跡〈２７〉， 島  名  八  幡  前 遺
しま な ほん でん しま な はち まん まえ

跡〈２２〉，島名前野東遺跡，左岸には 面  野  井 
おも の い

 南 遺跡〈３７〉，面野井北の前遺跡が確認されている。平成１５年４月 
みなみ

１日から平成１６年６月３０日までの，島名熊の山遺跡９）の調査からは，奈良時代の竪穴住居跡５３軒，溝跡２条，

井戸跡１基，平安時代の竪穴住居跡７７軒，溝跡２条，井戸１基跡が確認されている。

　中世以降で確認されている遺構は，溝跡，井戸跡，道路跡である。小貝川左岸に沿って広がる低地を臨む台

地縁辺部に位置する， 前  田  村 遺跡Ｊ・Ｋ区８）からは，中世の井戸跡５基，溝跡４条が検出され，土師質土器・
まえ だ むら

陶器が出土している。東谷田川と蓮沼川の合流点より約１�上流の東谷田川右岸の台地縁辺部に位置する島名

 熊 の山   遺跡９）からは中近世の井戸跡１４基，道路状遺構１条が確認され土師質土器・古銭等が出土している。近
くま やま

世では，道路状遺構１条が検出され，銅銭・陶器・磁器等が出土している。島名前野東遺跡１０）からは近世の溝

跡３１条，道路跡４条が確認されている。

＊文中の〈　〉内の番号は，表１，第２図中の該当番号と同じである。

註

１）日本の地質『関東地方』編集委員会『日本の地質３　関東地方』共立出版　１９８６年１０月

２）島田和宏「一般国道６号牛久土浦バイパス改修工事地内埋蔵文化財調査報告書　市ノ台屋敷遺跡」『茨城県教育財団文化財

調査報告』第１９８集　２００３年３月

３）川津法伸「一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅰ　下大井遺跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第１７１集　２００１年３月　

４）寺田千勝・田原康司・梅澤貴司「島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅷ　島名前野東遺

跡・島名境松遺跡・矢田部漆遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第１９１集　２００２年３月

５）久野俊度「主要地方道取手筑波線道路改良工事地内埋蔵文化財発掘調査報告書　境松遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報

告』第４１集　１９８７年３月

６）後藤孝行「一般国道４６８号首都圏中央連絡自動車道新設工事地内埋蔵文化財調査報告書　中内西の妻遺跡」『茨城県教育財団

文化財調査報告』第２３４集　２００５年３月　

７）池邉彌『倭名類聚抄郡郷里驛名考證』　吉川弘文館　１９８１年２月

８）小林孝・飯島一生「伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書　前田村遺跡Ｊ・Ｋ区」『茨城県

教育財団文化財調査報告』第１４７集　１９９９年３月

９）田中幸夫・酒井雄一・田月淳一・松本直人・桑村裕「島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

�　島名熊の山遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第２６４集　２００６年３月

１０）前掲文献４）に同じ
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表１　新井南山遺跡・手代木田向西遺跡周辺遺跡一覧表

時　　代

遺　　跡　　名
番　
　

号

時　　代

遺　　跡　　名
番　
　

号
近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

近

世

中

世

奈
・
平

古

墳

弥

生

縄

文

旧
石
器

○○○島名榎内南遺跡２３○○○新 井 南 山 遺 跡�

○島 名 榎 内 遺 跡２４○○　手代木田向西遺跡�

○○島名ツバタ遺跡２５○○○○○島名前野東遺跡３

○下河原崎高山古墳群２６○○○○面野井北の前遺跡４

○○○○島 名 本 田 遺 跡２７○○○○境 松 遺 跡５

○島 名 薬 師 遺 跡２８○○○○中内西ノ妻遺跡６

○○柳 橋 遺 跡２９○○○○○○○苅 間 神 田 遺 跡７

○○○平 後 遺 跡３０○○苅 間 城 跡８

○○○水堀道後前遺跡３１○○○○○苅間六十目遺跡９

○○水堀屋敷添遺跡３２○○小 野 崎 館 遺 跡１０

○島名熊の山古墳群３３○○小 野 崎 宿 遺 跡１１

○○水 堀 下 道 遺 跡３４○○○榎 戸 大 鏡 遺 跡１２

○島名関ノ台古墳群３５○○○○○根 崎 遺 跡１３

○○島名関ノ台南Ｂ遺跡３６○西 栗 山 遺 跡１４

○○○○面 野 井 南 遺 跡３７○○○真瀬三度山遺跡１５

○面 野 井 古 墳 群３８○○○○上萱丸古屋敷遺跡１６

○○面 野 井 城 跡３９○○○谷田部福田前遺跡１７

○島名関ノ台遺跡４０○○谷 田 部 城 跡１８

○○高 田 遺 跡４１○○○谷 田 部 漆 遺 跡１９

○○高田和田台遺跡４２○谷田部台成井遺跡２０

○高 田 原 山 遺 跡４３○○島名タカドロ遺跡２１

○○○○○島名熊の山遺跡４４○○○島名八幡前遺跡２２
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第�章�新 井 南 山 遺 跡

　新井南山遺跡は，茨城県つくば市大字新井字南山７５番地１のほかに所在し，蓮沼川左岸の標高２０～２５�ほど

の平坦な台地上に位置している。縄文時代前期を中心にした縄文時代・中世・近世の複合遺跡である。調査区

は，調査区域を５つに分け，便宜的にⅠ区からⅤ区とした（第１図）。調査区域の現況は山林及び宅地であり，

調査対象面積は１０，４２５�である。

　今回の調査によって，縄文時代の竪穴住居跡１軒，陥し穴１基，土坑１基，中世の溝跡２条，近世の道路跡

１条，時期不明の土坑１１基，溝跡３条，ピット群１か所，不明遺構２か所などが確認された。遺物は，遺物収

納コンテナ（６０×４０×２０�）に３箱出土しており，大半は縄文時代のものである。主な遺物は，縄文土器（深

鉢，浅鉢），土師器（小皿），須恵器（坏），陶器（皿），石器（石核・剥片・石鏃・磨石），古銭などである。

　調査Ⅰ区のＥ６ｄ４区にテストピットを設定，深さ２．２�まで掘り下げて基本層序の観察を行った。テスト

ピットの観察結果は，以下の通りである。

　第１層は黒褐色の耕作土で，ローム粒子を少量含んでいる。層厚は３０～５０�である。

　第２層は極暗褐色の表土からローム層への漸移層で，ローム粒子を中量含んでいる。層厚は５～３０�である。

　第３層は褐色のソフトローム層で，ガラス質粒子を極微量含んでいる。締まりはやや強い。層厚は８～２０�

である。

　第４層は褐色のハードローム層で，層厚は２０～３５

�である。

　第５層は暗褐色のハードローム層で，第２黒色帯

に相当すると考えられる。層厚は１０～２５�である。

　第６層は赤色粒子を微量含む褐色のハードローム

層で，層厚は１７～３０�である。

　第７層は褐色のハードローム層で，層厚は４５～５５

�である。

　第８層は暗褐色の粘土質層で，粘性・締まりはと

もに強く，層厚は未掘のため確認できなかった。

　なお，遺構は，第２層及び第３層上面で確認でき

た。

第１節  遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序
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K

第３図　基本土層図
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１　縄文時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡１軒，陥し穴１基，土坑１基が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　（１）竪穴住居跡

　第１号住居跡（第４・５図）

位置　調査区Ⅰ区南部のＧ５ｂ９区で，標高２４．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第３号土坑，第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径３．７８�，短径３．５８�の不整円形と推定される。壁高は最大２６�で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦である。

覆土　５層からなり，ロームブロックを含む不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片２８点（口縁部１，胴部２６，底部１），石器１点（石鏃）が出土している。ＴＰ５は覆

土中層，ＴＰ１は床面から，１・ＴＰ２・ＴＰ４・Ｑ１は覆土中からそれぞれ出土している。また，混入した土師

器片４点（坏），土師質土器片１点（鍋）も出土している。

所見　中央部を溝に掘り込まれているため，炉を確認することができなかった。さらに，北東部及び南部壁上

部が，撹乱を受けているが遺構の形状や土器の出土状況から住居跡と判断した。時期は，出土土器から前期と

考えられる。

第３節　遺構と遺物

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量

４  褐 色 ロームブロック多量
５  褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
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P
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第４図　第１号住居跡実測図
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TP1 TP3

TP5 Q1

10cm0 3cm0

第５図　第１号住居跡出土遺物実測図

　（２）陥し穴

　第１号陥し穴（ＳＫ１）（第６図）

位置　調査Ⅲ区南西部のＣ１１ｉ６区で，標高２２．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径１．２１�，短径０．４２�の楕円形で，長径方向はＮ－２０°－Ｅである。深さは６５�で，底面は狭く

平坦である。短径方向の断面形はＵ字状で，壁は垂直に立ち上がっている。

覆土　３層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

所見　時期は，出土土器がないため不明であるが，形状から縄文時代と考えられる

土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量

３  暗 褐 色 ロームブロック多量

表２　縄文時代竪穴住居跡一覧表　

時　　代主な出土遺物覆土
内　部　施　設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形
主軸
方向

位置番号
貯蔵穴炉ピット出入口

ピット主柱穴

縄文時代前期縄文土器片人為－－－－－－平坦１６～２６３．７８×（３．５８）不整円形－Ｇ５ｂ９１

第１号住居跡出土遺物観察表（第５図）

備　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　土底径器高口径器種種別番号

１０％　ＰＬ３覆土中胴部無文普通にぶい褐長石・石英・雲母［６．６］（２．９）－深鉢縄文土器１

備　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　土器種種別番号

ＰＬ３床面内削ぎ・口縁部ループ文・無節縄文普通にぶい褐長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ１

覆土中口縁部無文普通にぶい褐長石・石英・雲母　深鉢縄文土器ＴＰ２

ＰＬ３床面胴部ループ文・無節縄文普通にぶい褐長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ３

ＰＬ３覆土中胴部ループ文・無節縄文普通にぶい褐長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ４

覆土中層沈線が沿う隆帯に円形刺突文普通にぶい褐長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ５

備　考出土位置特　　　　　　　徴材　質重量(� )厚さ(� )幅(� )長さ(� )器種番号

ＰＬ４覆土中凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を持つ　縁部鋸歯状黒色緻密安山岩１．７０．６１．８２．２石鏃Ｑ１



－　　－11

新 井 南 山 遺 跡

　（３）土坑

　第３号土坑（第７図）

位置　調査Ⅰ区南部のＧ５ｂ９区で，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１号住居跡を掘り込み，第３号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径１．３６�，短径１．２８�の円形である。深さは６５�で，底面は皿状である。壁は緩やかに外傾し

て立ち上がっている。

覆土　４層からなり，ロームブロックを含む不規則な堆積状況から，人為堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片１２点（胴部）が出土している。ＴＰ６・ＴＰ７・Ｑ２は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

３  極 暗 褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量

A

A

G5b9

A A
23.6m

1

4
3

2

TP6

TP7

Q2

10cm02m0

第７図　第３号土坑・出土遺物実測図

表３　陥し穴一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

覆土底面壁面
規模（�，深さは�）

平面形長径方向位　置番号
深　さ長径×短径

自然平坦垂直６５１．２１×０．４２楕円形Ｎ－２０°－ＥＣ１１ｉ６１

C11i6

A

A
B

B

A A B B22.2m

1

2

3

2m0

第６図　第１号陥し穴実測図
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２　中世の遺構と遺物

　溝跡２条が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　溝跡

　第１号溝跡（第８図）

位置　調査Ⅳ区のＤ１０ｈ１区から調査Ⅴ区のＦ４ｊ６区で，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　東端部を第１号道路に掘り込まれている。第３号不明遺構に掘り込まれて第２号不明遺構を掘り込

んでいる。

規模と形状　南西側が調査区域外に延びているため全容を確認できなかったが，確認できた長さは２４３．２�で，

上幅１．０７～２．６５�，下幅０．１８～０．５８�，深さ４２～９０�である。形状は底面が皿状又は平坦で，壁は緩やかに外

傾して立ち上がっている。Ｆ４ｉ７区から北東方向Ｎ－６０°－Ｅに直線的に延びており，Ｄ８ｊ１区から緩やかに東

方向Ｎ－８５°－Ｅに方向を変えて，東端部は，第１号道路跡に交わるところで徐々に浅くなり第１号道路によっ

て掘り込まれている。

覆土　９層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

　

　

遺物出土状況　縄文土器片１１点（深鉢），土師器片８点（甕），須恵器片２点（蓋，甕），灰釉陶器片１点（瓶），

石器１点（剥片）が出土しているが，いずれも流れ込みと考えられる。

所見　時期は，覆土の土壌分析の結果から１２世紀初頭以降から１８世紀末以前と考えられる。

　第２号溝跡（第８図）

位置　調査Ⅳ区のＤ９ｉ９区から調査Ⅰ区のＦ５ｈ１区で，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
５  暗 褐 色 ローム粒子中量

６  暗 褐 色 ロームブロック中量
７  褐　 色 ロームブロック中量
８  褐　 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量
９  褐 色 ロームブロック多量

表４　土坑一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

主な出土遺物覆土底面壁面
規模（�，深さは�）

平面形長径方向位　置番号
深　さ長径×短径

ＳＩ１→本跡→ＳＤ３縄文土器・磨石人為皿状緩斜６５１．３６×１．２８円形－Ｇ５ｂ９３

第３号土坑出土遺物観察表（第７図）

備　　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

ＰＬ３覆土中口唇部に鋸歯状の小突起・内削ぎ　胴部ループ文・無
節縄文普通にぶい褐長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ６

ＰＬ３覆土中胴部沈線による区画・区画内はＬＲの単節縄文を充填普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ７

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質重量(�)厚さ(�)幅(�)長さ(�)器種番号

ＰＬ４覆土中全側縁に磨痕石英斑岩４０１．０４．８５．４１１．５磨石Ｑ２
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重複関係　第２・１２・１３号土坑を掘り込み，第３号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状　南西側が調査区域外に延びているため全容を確認できなかったが，確認できた長さは２２９．３�で，

上幅０．９８～２．７２�，下幅０．１９～０．６２�，深さ３９～８２�である。形状は底面が皿状又は平坦で，壁は緩やかに外

傾して立ち上がっている。Ｆ５ｈ１区から北東方向Ｎ－６０°－Ｅに直線的に延びており，Ｅ８ａ１区から緩やかに

東方向Ｎ－８５°－Ｅに方向を変えて，東端部は徐々に浅くなっている。

覆土　９層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。
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第８図　第１・２号溝跡・第１号溝跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片４点（深鉢），土師器片１１点（坏１，甕１０）須恵器片６点（坏５，高台付坏１），石

器５点（敲石１，剥片４）が出土しているが，いずれも流れ込みと考えられる。

所見　時期は，覆土の土壌分析の結果から１２世紀初頭以降から１８世紀末以前と考えられる。形状や覆土から，

第１号溝跡と同時期に機能し，埋没したと考えられる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック少量
４  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
５  暗 褐 色 ローム粒子中量

６  暗 褐 色 ロームブロック中量
７  褐 色 ロームブロック中量
８  褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量
９  褐 色 ロームブロック多量

３　近世の遺構と遺物

　道路跡１条が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　道路跡

　第１号道路跡（第９図）

位置　調査Ⅱ区のＣ１１ｅ２区から調査Ⅳ区のＥ９ｇ２区で，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

重複関係　第５号土坑，第１号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　Ｃ１１ｅ２区から南西方向Ｎ－４３°－Ｅに直線的に延び，Ｅ９ｇ２区まで続いている。確認された長さ

は１１４．５�で，幅は１．８０～４．５０�である。深さは１８～４４�で，断面は緩やかな弧状である。

覆土　６層からなり，第１層から第４層はレンズ状の堆積状況から自然堆積である。硬化面は２面存在し，第

５層は２面目で，人の往来により踏み固められた人為堆積の硬化面である。第６層は１面目で，ローム上面が

踏み固められた締りの強い層が確認された。

　

遺物出土状況　古銭１点（寛永通寳）が出土している。Ｍ１は２面目の硬化面から出土している。また，流れ

込んだ土師器片８２点（坏１９，甕５９，高台付坏４），須恵器片５６点（坏１２，蓋１，盤１，甕３８，鉢４），陶器片１

点（不明）も出土している。

所見　本跡は，２期にわたって使用された道路跡と考えられ，１面目は，最下層であるローム上面である。２

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子少量　
２  黒 褐 色 ロームブロック微量
３  黒 褐 色 ローム粒子少量

４  暗 褐 色 ロームブロック微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
６  褐 色 ローム粒子多量　締まり強い

表５　溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

時　期覆土底面壁面
規模(�，深さは� )

形状方　向位　置番号
深さ下　幅上　幅確認長

ＳＸ２→本跡→ＳＸ３・ＳＦ１中世自然皿状・平坦緩斜４２～９００．１８～０．５８１．０７～２．６５（２４３．２）への字状Ｎ－６０°－Ｅ
Ｎ－８５°－ＥＤ１０ｈ１～Ｆ４ｊ６１

ＳＫ２・ＳＫ１２・ＳＫ１３→本跡→
ＳＸ３中世自然皿状・平坦緩斜３９～８２０．１９～０．６２０．９８～２．７２（２２９．３）への字状Ｎ－６０°－Ｅ

Ｎ－８５°－ＥＤ９ｉ９～Ｆ５ｈ１２

第１号溝跡出土遺物観察表（第８図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　土底径器高口径器種種別番号

１０％覆土中底部回転ヘラ切り後手持ちヘラ削り普通灰長石・黒色粒子［９．０］（１．５）－坏須恵器２
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面目は第５層上面で，自然堆積した部分が人の往来と共に踏み固められたものと想定される。側溝や版築状の

土層・補修痕等は認められないことから，集落に付随した生活路と考えられる。時期は，第１号溝を掘り込ん

でいることと，出土遺物から１８世紀末以降と考えられる。
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第９図　第１号道路跡・出土遺物実測図

４　その他の遺構と遺物

　（１）土坑（第１０図）　

　ここでは，時期及び性格が不明な土坑について，実測図と一覧表で掲載する。

第４号土坑土層解説
１  褐 色 ロームブロック少量
２  褐 色 ローム粒子中量
　
第５号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
　
 

第６号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量　
４  極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５  暗 褐 色 ロームブロック少量
６  暗 褐 色 ロームブロック微量
７  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
　

第１号道路出土遺物観察表（第９図）

備　　考出土位置特　　　　　　　徴初鋳年重量(�)厚さ(�)孔幅(�)口径(�)材　質銭　名番号

ＰＬ３２面目硬化面１７２６２．４０．１１０．６４２．３３銅寛永通寳Ｍ１

表６　道路跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

時　期主な出土遺物覆土硬化面側溝
規模（�，深さは�）

形状方向位　置番号
深さ幅確認長

ＳＫ５・ＳＤ１→本跡近世古銭（寛永通寳）自然２－１８～４４１．８０～４．５０（１１４．５）直線Ｎ－４３°－ＥＣ１１ｅ２～Ｅ９ｇ２１
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第１０図　土坑実測図
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第７号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量
４  褐 色 ローム粒子中量
　
第８号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第９号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第１０号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３  褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第１１号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
４  明 褐 色 ローム粒子中量
　
第１２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量
３  極 暗 褐 色 ローム粒子微量
４  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
５  黒 褐 色 ローム粒子少量
６  暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２  褐 色 ローム粒子中量

３  暗 褐 色 ローム粒子中量
４  褐 色 ロームブロック少量

　（２）溝跡　　

　第３号溝跡（第１１図）

位置　調査Ⅰ区のＦ５ｊ９区からＧ５ｂ９区で，標高２４．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１号住居跡，第３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　北側と南側が調査区域外に延びているため全容を確認できなかった。確認できた長さは，１２．９�

で，上幅１．９０～３．１３�，下幅０．６０～０．８２�，深さ３８～５０�である。Ｆ５ｊ９区から北東方向Ｎ－３５°－Ｅに直線的

に延び，Ｇ５ａ８区でＬ字状に方向を変え北西方向Ｎ－４０°－Ｗで直線的にＧ５ｂ９区まで延びている。底面は緩

やかな弧状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土　４層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片２５点（深鉢２３，鉢２），土師器片４点（甕）が出土しているが，いずれも流れ込み

と考えられる。

所見　出土土器がないため，時期及び性格は不明である。

表７　土坑一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

覆　土底面壁面
規模（�深さは�）

平面形長径方向位　置番号
深さ長径×短径

本跡→ＳＤ２不明平坦緩斜２５１．７５×０．４５楕円形Ｎ－８４°－ＥＥ５ｆ４２

自然平坦緩斜１５０．７９×０．７４円形－Ｅ７ｄ８４

本跡→ＳＦ１自然平坦緩斜１０（０．８７）×（０．７８）［楕円形］Ｎ－５２°－ＥＤ１０ｉ１５

ＳＫ７→本跡人為平坦緩斜３２１．８４×１．０８楕円形Ｎ－８５°－ＥＥ８ｄ５６

本跡→ＳＫ６人為皿状緩斜４６（１．０４）×０．８８［楕円形］Ｎ－４０°－ＥＥ８ｄ６７

ＳＫ９→本跡自然平坦緩斜７００．４８×０．４１楕円形Ｎ－６２°－ＷＥ８ｂ１８

本跡→ＳＫ８自然平坦外傾９１．２４×０．６１不整楕円形Ｎ－６０°－ＥＥ８ｂ１９

自然平坦緩斜１４１．３２×１．０６不整楕円形Ｎ－４５°－ＥＥ７ｈ４１０

自然平坦緩斜９０．９０×０．６３楕円形Ｎ－１０°－ＥＥ７ｅ６１１

本跡→ＳＤ２人為平坦緩斜３４［２．９９］×（１．２２）［楕円形］Ｎ－６４°－ＥＥ７ｂ９１２

本跡→ＳＤ２自然平坦緩斜２００．５６×０．４３楕円形Ｎ－２７°－ＥＥ７ｅ３１３



－　　－18

　第４号溝跡（第１１図）

位置　調査Ⅳ区のＤ９ｊ７区からＤ９ｊ８区で，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　規模は，長さ５．８６�，上幅０．２４～０．７０�，下幅０．１５～０．４０�で，深さは７～２７�である。Ｄ９ｊ７

区から北東方向Ｎ－８７°－Ｅに直線的に延びており，底面は平坦で壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片５点（深鉢），須恵器１点（坏）が出土しているが，いずれも流れ込みと考えられる。

所見　出土土器がないため，時期及び性格は不明である。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子中量

３  褐 色 ロームブロック微量
４  暗 褐 色 ロームブロック中量
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A B C

F

C
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B

E

D

24.0m

4 1

23

23.6m
2 1 3

4

SD4
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2 1

3

SD5

2m0

第１１図　第３・４・５号溝跡実測図

　第５号溝跡（第１１図）

位置　調査Ⅳ区のＤ９ｊ４区からＤ９ｊ６区，標高２３．５�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　規模は，長さ８．２１�，上幅０．３８～０．８４�，下幅０．２２～０．５６�で，深さは１１～１６�である。Ｄ９ｊ４

区から北東方向Ｎ－８９°－Ｅに直線的に延びており，底面が緩い弧状で壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

所見　出土土器がないため，時期及び性格は不明である。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ローム粒子微量

３  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

表８　溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

時　期覆土底面壁面
規模（�，深さは�）

形状方　向位　置番号
深さ下　幅上　幅確認長

ＳＩ１→ＳＫ３→本跡不明自然皿状緩斜３８～５００．６０～０．８２１．９０～３．１３１２．９０Ｌ字状Ｎ－３５°－Ｅ
Ｎ－４０°－ＷＦ５ｊ９～Ｇ５ｂ９３

不明自然平坦外傾７～２７０．１５～０．４００．２４～０．７０５．８６直線Ｎ－８７°－ＥＤ９ｊ７～Ｄ９ｊ８４

不明自然平坦外傾１１～１６０．２２～０．５６０．３８～０．８４８．２１直線Ｎ－８９°－ＥＤ９ｊ４～Ｄ９ｊ６５
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　（３）ピット群

　第１号ピット群（第１２図）

位置　調査Ⅳ区南西部のＥ７ｇ２～Ｅ７ｉ２区で，標高２２．５�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南北１２�，東西１２�の範囲から，８基のピットが確認された。径（長径）２８～７６�の円形又は楕

円形で，深さは１４～６４�である。

所見　時期及び性格は，配列に規則性が見られないことや出土土器がないため不明である。
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第１２図　第１号ピット群実測図

第１号ピット群計測表（第１２図）

深さ（�）短径（�）長径（�）番号深さ（�）短径（�）長径（�）番号深さ（�）短径（�）長径（�）番号

１６５４７６Ｐ７１８２７２８Ｐ４２４３０４４Ｐ１

１８３７３７Ｐ８６４３７３５Ｐ５１８３８５４Ｐ２

２０３７５４Ｐ６１４４４５０Ｐ３
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　（４）不明遺構　

　第２号不明遺構（第１３図）

位置　調査Ⅰ区中央部のＦ６a１区で，標高２４．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第１号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　長径２．９０�，短径１．７５�の楕円形で，長

径方向はＮ－３１°－Ｗである。深さは２２�で，底面は平

坦である。壁は，緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土　４層からなり，炭化物を多量に含む層と少量含

む層が互層に堆積している状況から，人為堆積である。

　

所見　出土土器がないため，時期及び性格は不明である。

　

　第３号不明遺構（第１４図）

位置　調査Ⅰ区中央部のＦ５ｂ０区で，標高２４．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量
２  黒 褐 色 炭化物多量，ローム粒子・焼土粒子少量
３  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
４  極 暗 褐 色 炭化物中量，ローム粒子少量
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第１４図　第３号不明遺構実測図
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第１３図　第２号不明遺構実測図
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重複関係　第１・２号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径５．１６�，短径２．７５�の楕円形で，長径方向はＮ－３６°－Ｗである。深さは４５�で，底部は平坦

である。壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土　９層からなり，ロームブロック・炭化物・焼土を各層に含んでいることから，人為堆積である。

　

　

所見　出土土器がないため，時期及び性格は，不明である。

土層解説
１  黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
４  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
５  黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

６  黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
７  極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
８  暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
９  黒 褐 色 炭化物多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

　（５）遺構外出土遺物（第１５・１６図）

　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，実測図と

遺物観察表で示した。

Q5

Q6

Q7

Q12Q11
Q4

Q13 5cm0

第１５図　遺構外出土遺物実測図（１）

表９　不明遺構一覧表　

備　　考
新旧関係（旧→新）

覆土底面壁面
規模（�，深さは�）

平面形長径方向位　置番号
深さ長径×短径

本跡→ＳＤ１人為平坦緩斜２２２．９０×１．７５楕円形Ｎ－３１°－ＷＦ６ａ１２

ＳＤ１・ＳＤ２→本跡人為平坦緩斜４５５．１６×２．７５楕円形Ｎ－３６°－ＷＦ５ｂ０３
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第１６図　遺構外出土遺物実測図（２）

遺構外出土遺物観察表（第１５・１６図）

備　　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　土底径器高口径器種種別番号

３０％　ＰＬ３ＳＤ２覆土中底部回転ヘラ切り普通灰長石・石英［６．９］（３．１）－高台付坏須恵器３

ＳＦ１覆土中頸部に５条１単位の櫛歯による波状文が巡る普通灰長石・雲母－（５．９）－甕須恵器４

ＰＬ３ＳＤ２覆土中底部回転糸切り普通にぶい橙長石・石英・黒
色粒子５．６２．１１０．４小皿土師器５
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備　　考出土位置産地・年代手法及び文様の特徴絵付
釉薬胎　土底径器高口径器種種別番号

ＰＬ３Ⅰ区表土中瀬戸・美濃系体部外面下端露胎　内・外面ロクロナデ鉄釉にぶい橙
黒褐－（２．２）－天目茶陶器６

備　　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　　土器種種別番号

ＰＬ３Ⅰ区表土中口唇部棒状工具によるきざみ　口縁部沈線による襷状のモ
チーフが施され交点に円形竹管文　区画内刺突文普通赤褐色長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ８

Ⅰ区表土中口唇部刻み　口縁部貝殻条痕文普通橙長石・石英・雲母・繊維深鉢縄文土器ＴＰ９

Ⅰ区表土中口縁内部に稜をもつ　口縁部無文帯の下に沈線が廻る　胴
部縦位の櫛歯状文　普通にぶい黄橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１０

Ⅰ区表土中胴部斜位の沈線文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１１

Ⅰ区表土中胴部に刺突文と縦方向の沈線文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１２

Ⅰ区表土中沈線による区画文普通浅黄橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１３

ＰＬ３Ⅰ区表土中縦位の集合条線文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１５

Ⅰ区表土中胴部櫛歯状工具による縦位の波状文普通にぶい橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１６

Ⅰ区表土中沈線が沿う隆帯による区画文　隆帯のコーナー部に円形刺突文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１７

Ⅰ区表土中ＬＲの単節縄文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１８

Ⅰ区表土中胴部に縦位の浅い沈線文を施文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１９

Ⅰ区表土中胴部沈線による曲線的な区画内にＬＲの単節縄文を充填普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２０

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　　質重量（�）厚さ（�）幅（�）長さ（�）器　　種番号

ＰＬ４ＳＤ２覆土中縦長剥片　背面に前段階の剥離痕を有するチャート４．９１．０２．９３．４剥片Ｑ４

ＰＬ４ＳＤ２覆土中縦長剥片　片面先端部に押圧剥離による調整チャート５．６１．１１．３５．１２次調整の有る剥片Ｑ５

ＰＬ４Ⅰ区表土中縦長剥片　左側縁に押圧剥離による調整瑪瑙１４．７１．２３．３６．１２次調整の有る剥片Ｑ６

ＰＬ４Ⅰ区表土中全側縁押圧剥離による調整安山岩６．９０．８２．８４．０尖頭器Ｑ７

ＰＬ４Ⅰ区表土中側面磨痕砂岩４０８．０４．２７．４９．３磨石Ｑ９

ＰＬ４Ⅰ区表土中側面磨痕石英閃緑岩６０２．０５．０８．０１０．３磨石Ｑ１０

ＰＬ４Ⅰ区表土中礫皮面が残る縦長剥片 チャート２．４０．７１．９３．１剥片Ｑ１１

Ⅰ区表土中礫皮面が残る縦長剥片黒色緻密安山岩　１６．８１．５２．５５．２剥片Ｑ１２

Ⅰ区表土中礫皮面が残る剥片頁岩６．４０．８３．４３．４剥片Ｑ１３

　今回の調査で，縄文時代の竪穴住居跡１軒，陥し穴１基，土坑１基，中世の溝跡２条，近世の道路跡１条，

時期不明の土坑１１基，溝跡３条，ピット群１か所，不明遺構２か所が確認された。また，出土遺物は旧石器時

代の尖頭器から近世の古銭と多時期にわたっている。各時代における当遺跡の概要を記述しながら，特にここ

では，２２０�を超えて並走する中世の溝跡２条と溝に交わるように接している近世の道路跡に焦点を当て，若干

の考察を加えてまとめとしたい。

　

１　旧石器時代

　旧石器時代の遺構は確認できなかった。確認できた遺物は，尖頭器１点，剥片６点である。

　周辺遺跡では，小野川右岸で当遺跡から南東約８�の小野川を望む台地縁辺部に所在する行人田遺跡から，

同様の尖頭器，ナイフ形石器，有舌尖頭器が出土している１）。そのことからも遺構は確認されていないが，調査

区周辺は，狩猟場もしくはキャンプ地として利用していたことがうかがえるものである。

２　縄文時代

　竪穴住居跡１軒は，調査Ⅰ区の中央部南側に位置し，出土土器から前期前葉に比定される。確認できた住居

跡は，北東壁の上部及び南壁の上部が撹乱を受け，更に中央部を第３号溝によって掘り込まれており，床と壁

第４節  ま と め
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の一部が確認できただけであった。調査区域内では１軒のみであったが，住居跡が位置している南側及び南東

側は未調査であることから，本跡を含む集落は，調査区域外に広がっていると想定される。その他，確認でき

た遺構と遺物は，陥し穴１基と早期末から後期にかけての土器片，石鏃，磨石である。小野川流域及び東谷田

川と桜川に挟まれた台地上には大小の池や沼が点在しており，当時代にも動物が給餌するのに都合の良い場所

であったと考えられるだろう。

　周辺遺跡では，当遺跡の南東約２�の小野川を望む台地縁辺部に所在する中内西ノ妻遺跡から，猟場として

の陥し穴が数基ずつ直線的に並んで検出されている２）。確認された遺構や遺物から当遺跡周辺では，狩猟が盛

んに行われていたことがうかがわれる。

３　中世

　並走する溝跡２条が確認されている。溝跡は，調査区域を北東から南西へ縦断している。第１号溝跡は，上

幅１．０７～２．６５�，下幅０．１８～０．５８�，深さ４２～９０�で，調査Ⅳ区のＤ１０ｈ１区から西方向（Ｎ－８５°－Ｅ）へ延

び，調査Ｄ８ｊ１区で緩やかに南西方向（Ｎ－６０°－Ｅ）に向きを変えて調査Ⅴ区のＦ４ｊ６区まで直線的に延びて

いる。第２号溝は，上幅０．９８～２．７２�，下幅０．１９～０．６２�，深さ３９～８２�で，調査Ⅳ区のＤ９ｉ９から西方向

（Ｎ－８５°－Ｅ）へ延び，調査Ｅ８ａ１区で，緩やかに南西方向（Ｎ－６０°－Ｅ）に方向を変えて，Ｆ４ｊ７区まで直

線的に延びている。２条の溝跡とも，北東端が第１号道路跡に交わる付近で徐々に浅くなり，南西端は，調査

区域外に延びている。

　溝の覆土中からは遺構の時期を決定できる遺物が出土していないことから，構築年代及び存続時期を判断す

るために土壌分析を行った。土壌サンプルは，調査Ⅰ区のセクションポイントＣの土層断面及び南北壁の土層

断面において実施した。土壌分析の結果，構築年代は１２世紀初頭以降であり，１８世紀末には完全に埋没した状

態であることが明らかになった。

　当遺跡の性格を考える上で周辺の字名に目を向けてみると，南東約２００�の位置には「海道」，更に５０�ほど

20
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第１８図　新井南山遺跡位置図
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新 井 南 山 遺 跡

新井南山遺跡新井南山遺跡新井南山遺跡

第１９図　明治前期測量　茨城県常陸国新治郡苅間村河内郡手代木村図
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南に「海道南」，北に約２�には「大境」という字名が残っている。これらの字名から，近くには，生活路と主

要な道路の交わる場所が存在したことが想定できる。このようなことから，この２条の溝跡が道路の側溝とし

て機能していた可能性も考えてみたい。調査では道路としての硬化面が確認できなかったことから，路面が確

認面より上層に存在したならば，確認面での２条の溝跡の間隔は更に狭くなると考えられる。そのため道路と

考えると，人馬が行き交うには幅が狭すぎ道路と側溝という想定には疑問が残るだろう。

　道路跡と溝跡を主な遺構とする遺跡の類例としては，方形竪穴建物跡を主体とする栃木県下古館遺跡３）と道

があっても集落が成立しない，山形県高瀬山遺跡４）が挙げられる。これら２つの遺跡の概要について記載し，当

遺跡の性格を考える上での一助としたい。

　栃木県下古館遺跡は，遺跡の中央を南北に貫通する「うしみち」と呼ばれる道路跡を中心に堀跡で囲繞され

ている。１３～１５世紀を中心とした遺跡で堀跡内は道路跡と溝跡で区画され，方形竪穴建物跡，井戸跡，ピット

群を中心として構成されている。並走する２条の溝は，「うしみち」にほぼ直行して交わり，「うしみち」の側

溝につながっている。溝の規模に対して道幅が狭いが，遺構の様相から道路跡と考えられている。

　また，山形県高瀬山遺跡では，並走する２条の溝が断続的に長距離に渡って確認されている。集落は確認さ

れておらず，方形周溝状遺構と土坑群を中心として構成されている。この並走する２条の溝は現存する農道に

平行して延びており，字切り図に認められる農道と続くように延びているため，報告書では「道路状遺構」と

している。以上のことから当遺跡の並走する２条の溝跡は，道幅に対して深く幅の広い側溝をもつ道路跡と考

えられる。

４　近世

　道路跡１条が確認されている。２面目から１８世紀前葉に鋳造された寛永通寳１点が出土している。また，１６

世紀末から１７世紀初頭の志野小皿片１点，１８世紀末から１９世紀初頭の馬の目皿１点，擂鉢片２点の陶器も覆土

中から出土している。道路跡は，明治時代前期（明治１６年１０月）測量の迅速測図原図５）に記録されている道幅

５�程の「至谷田部町道」に沿うように延びていることから，近世においても同じ路線上に道路が存在したこ

とを想定することができる。

５　小結　　

　今回の調査では，旧石器時代の遺構は確認されなかったが，尖頭器や剥片が確認されている。また，縄文時

代早期から後期にかけての土器片，土師器片，須恵器片，陶器片，近世の古銭等やそれに伴う遺構も確認され

ている。このようなことから，旧石器時代には人々の生活や狩猟の場として，周辺に人々が生活していた痕跡

がうかがえる。その後，当遺跡周辺の台地上では，縄文時代には人々が生活を営み，中・近世には人々が行き

交う交通路として，近代に至るまで生活の場として利用されていたと考えられる。今回は限られた調査区域で

あり，遺跡の全容については今後の調査が待たれるところである。
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第�章�手代木田向西遺跡

　手代木田向西遺跡は，つくば市の南東部に位置し，蓮沼川左岸の標高２０～２５�の平地林及び畑の広がる平坦

な台地上に立地している。調査対象面積は５，５９０�である。　

　今回の調査によって，縄文時代中期の竪穴住居跡２軒，平安時代の竪穴住居跡１軒，時期不明の井戸跡１基，

土坑１３基，溝跡３条，ピット群１か所が確認された。遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に３箱出土

しており，大半は縄文時代のものである。主な遺物は，縄文土器（深鉢・鉢），須恵器（坏），陶器（皿），石器

（石核・剥片・石鏃）などである。

　調査区北西部のＡ２ｆ３区にテストピットを設置し，深さ１．５�まで掘り下げて基本層序の観察を行った。テ

ストピットの観察結果は，以下の通りである。

　第１層は暗褐色の耕作土で，ローム粒子を少量含んでいる。層厚は３５～５０�である。

　第２層は明褐色のソフトローム層で，ロー

ム粒子を多量含んでいる。層厚は５～１３�で

ある。

　第３層は褐色のハードローム層で，ローム

ブロックを中量含んでいる。層厚は５～２５�

である。

　第４層は暗褐色のハードローム層で，ロー

ムブロックを中量含んでいる。第２黒色帯に

相当すると考えられる。層厚は７～５０�であ

る。

　第５層は褐色のソフトローム層で，ローム

粒子を多量含み，粘性が強い。層厚は３０～５０

�である。

　第６層は明褐色のハードローム層で，ロー

ム粒子を多量含み，粘性・締まりがともに強

い。層厚は２０～３５�である。

　なお，遺構は，第２・３層及び第４層上面

で確認できた。
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手代木田向西遺跡

第１節  遺 跡 の 概 要

第２節  基 本 層 序
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第２０図　基本土層図



－　　－30

1
2

3
4

A B C

X
6.

40
0

Y23.160

40
m

0

第２１図　手代木田向西遺跡調査区設定図
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手代木田向西遺跡

第３節  遺 構 と 遺 物

１　縄文時代の遺構と遺物

　住居跡２軒が確認された。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　竪穴住居跡

　第１号住居跡（第２２～２４図）

位置　調査区北部のＢ３ｃ３区で，標高２３．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　南東部が調査区域外のため，確認された範囲は，長径４．１０�，短径２．１０�で不整円形もしくは楕

円形と推定される。壁高は最大２８�で，外傾して立ち上がっている。
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床　平坦である。中央部が硬化している。

炉　中央部からやや南寄りに位置している。確認された範囲は，長径６４．０�，短径２２．０�で，楕円形または円

形と推定される。第１層が炉の覆土で，第２層はローム層上面が赤色硬化した層である。　

ピット　２か所。深さは，Ｐ１が１７�，Ｐ２が２８�で，柱穴と考えられる。

覆土　１０層からなり，ロームブロックを含む不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片８４点（深鉢６２・鉢２１・ミニチュア土器１）が，炉を中心に出土している。１・２・

４・ＴＰ１・ＴＰ２は，炉の覆土からつぶれた状態で，３・６は北部の床面から，それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

炉土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量 ２  暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子少量

土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５  褐 色 ローム粒子少量

６  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
７  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
８  暗 褐 色 ロームブック多量
９  褐 色 ローム粒子中量
１０  明 褐 色 ロームブロック多量・炭化粒子微量
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2
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4

第２３図　第１号住居跡出土遺物実測図（１）
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第２４図　第１号住居跡出土遺物実測図（２）

第１号住居跡出土遺物観察表（第２３・２４図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　土底径器高口径器種種別番号

２０％　ＰＬ７炉覆土多方向にＲＬの単節縄文を施文　普通にぶい橙長石・石英・雲母－（１０．４）［１６．４］鉢縄文土器１

３０％　ＰＬ７炉覆土口唇部直下に沈線が巡る　口縁部から胴部地文に
ＲＬの単節縄文を施文後沈線により曲線モチーフ普通橙長石・石英・雲母－（９．８）２２．９深鉢縄文土器２

２０％炉覆土口唇部直下に沈線が巡る　口縁部は沈線により楕円形
に区画後ＲＬの単節縄文を充填・区画外を磨り消す普通にぶい橙長石・石英・雲母－（２９．７）－深鉢縄文土器３

８０％　ＰＬ７炉覆土口縁部沈線が沿う隆帯により渦巻文・区画内にＬ
Ｒの単節縄文を充填普通にぶい橙長石・石英・雲母－（３２．６）３２．８深鉢縄文土器４

１０％　ＰＬ７覆土下層胴部下端無文　底部木葉痕普通にぶい橙長石・石英・雲母７．３（４．２）－深鉢縄文土器５

８０％　ＰＬ７床面口縁部から胴部にＲＬの単節縄文を施文　胴部
下端に沈線が巡る普通にぶい橙長石・石英・雲母３．３６．０６．４ミニチュア縄文土器６
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　第２号住居跡（第２５・２６図）

位置　調査区北部のＢ２ｄ０区で，標高２３．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径５．２４�，短径５．１２�の円形である。壁高は最大で１０�で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部から東寄りに位置している。径５０�の円形で，床面を１０�ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は

火熱を受けての硬化があまりみられない。

覆土　４層からなり，レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

炉土層解説
１  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
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第２５図　第２号住居跡実測図

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　土器種種別番号

ＰＬ８炉覆土口唇部無文　胴部ＲＬの単節縄文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ１

ＰＬ８炉覆土口縁部沈線が沿う隆帯による区画文内にＲＬの単節縄文を充填普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ２

ＰＬ８炉覆土地文に複節縄文・沈線による懸垂文間を磨り消す　普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ３
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遺物出土状況　縄文土器片１４９点（深鉢１３４・鉢１５）が，全体的に散在した状態で出土している。また，流れ込

んだ石器２点（石核・剥片），土師器片２点（坏・高台付坏），須恵器片２点（坏・高台付坏）も出土している。

７・８は炉床からつぶれた状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉と考えられる。

土層解説
１  極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２  黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量

３  明 褐 色 ロームブロック微量
４  暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第２号住居跡出土遺物観察表（第２６図）

備　　考出土位置手 法 及 び 文 様 の 特 徴焼成色　調胎　土底径器高口径器種種別番号

１０％　ＰＬ７火床面口縁部の沈線区画内に連続刺突文　胴部地文にＲＬの単節
縄文を施文後２条１組の沈線による懸垂文間を磨り消す普通にぶい橙長石・石英・雲母－（１６．３）３７．８深鉢縄文土器７

２０％　ＰＬ７火床面口縁部無文　胴部上端を沈線が沿う隆帯により
楕円区画文・区画内にＲＬの単節縄文を充填普通にぶい橙長石・石英・雲母－（１５．８）［３５．５］鉢縄文土器８

表１０　縄文時代竪穴住居跡一覧表

備　　考
（時　期）

主な出土遺物覆土
内　部　施　設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
貯蔵穴炉ピット出入口

ピット柱穴

縄文時代中期後葉縄文土器片
ミニチュア土器人為－１２－－－平坦２２～２８４．１０×（２．１０）不整円形－Ｂ３ｃ３１

縄文時代中期後葉縄文土器片自然－１－－－－平坦６～１０５．２４×５．１２円形－Ｂ２ｄ０２

8

7

10cm0

第２６図　第２号住居跡出土遺物実測図
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第２７図　第３号住居跡・出土遺物実測図

２　平安時代の遺構と遺物

　竪穴住居跡

　第３号住居跡（第２７図）

位置　調査区北部のＢ２ｂ９区で，標高２２．５�の平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長軸２．９１�，短軸２．８３�の方形で，主軸方向はＮ－７８°－Ｗである。壁高は最大で３１�で，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

竈　南東コーナー部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１２０�で，袖部幅は９６�である。左袖部

は東壁のローム土を１０�ほど掘り残して基部とし，砂質粘土で構築されている。右袖部は，南コーナー壁に床

面と同じ高さの地山から砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は，床面を５�ほど皿状に掘りくぼめ
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ており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は，東壁を壁外へ６０�ほど掘り込み，緩やかに外傾

して立ち上がっている。

覆土　８層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片２点（坏），須恵器片４点（坏），土製品５点（支脚）が覆土中から出土している。他

に，流れ込んだ石器４点（石鏃１・石核２・剥片１），縄文土器片１点（鉢）も出土している。９は竈の覆土

下層から逆位で，１０は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後半と考えられる。

竈土層解説
１  にぶい赤褐色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
２  黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
３  赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
４  暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，焼土粒子微量
５  にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　

　　
６  にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
７  にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
８  褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
９  にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック中量
２  暗 褐 色 ロームブロック少量
３  褐 色 ロームブロック少量
４  褐 色 ローム粒子中量

５  暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６  褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７  褐 色 ローム粒子少量
８  褐 色 ロームブロック中量

３　その他の時代の遺構と遺物

　（１）井戸

　第１号井戸跡（第２８図）

位置　調査区Ａ２ｉ７区で，標高２３．０�ほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径０．９０�，短径０．８６�の円形である。確認面から円筒状に掘りこまれている。１．６０�まで掘り

下げたが，以下は湧水のため確認できなかった。

覆土　８層からなり，ロームブロックを含む不規則な堆積状況をから，人為堆積と考えられる。

　

　

遺物出土状況　木杭４点が，覆土下層からまとまって投棄された状態で出土している。

所見　時期は，出土遺物が少ないため不明である。

土層解説
１  極 暗 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２  明 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３  黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４  褐 色 ロームブロック微量

５  褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６  褐 色 ロームブロック少量
７  褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８  褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量

第３号住居跡出土遺物観察表（第２７図）

備　　考出土位置手　法　の　特　徴焼成色　調胎　土底径器高口径器種種別番号

５０％　ＰＬ７竈火床面体部内・外面ロクロナデ　底部下端手持ちヘラ
削り　底部回転ヘラ切り後手持ちヘラ削り普通灰長石・石英・雲母７．８４．０（１３．６）坏須恵器９

３０％覆土中体部内・外面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り普通灰白長石・石英・雲母５．６（２．２）－坏須恵器１０

表１１　平安時代竪穴住居跡一覧表

備　　考
（時　期）

主な出土遺物覆土
内　部　施　設

壁溝床面
壁高
（�）

規模（�）
（長軸×短軸）

平面形主軸方向位置番号
貯蔵穴竈ピット出入口

ピット主柱穴

９世紀後半須恵器坏自然－１－－－－平坦２６～３１２．９１×２．８３方形Ｎ－７８°－ＷＢ２ｂ９３
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第１号井戸跡出土遺物観察表（第２８図）

備　　考出土位置特　　　　　　　　徴厚さ（�）幅（�）長さ（�）木取り器種番号

覆土下層先端部に鉈状工具による削り痕３．０３．９（５４．４）丸材杭Ｗ１

覆土下層先端部に鉈状工具による削り痕３．１３．１（３３．１）丸材杭Ｗ２

覆土下層先端部に鉈状工具による削り痕３．３３．７（５７．５）丸材杭Ｗ３

覆土下層先端部に鉈状工具による削り痕２．９３．５（５５．７）丸材杭Ｗ４

表１２　井戸跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

主な出土遺物覆土底面壁面
規模（�）

平面形長径方向位　置番号
深さ長径×短径

木杭人為－垂直１．６００．９０×０．８６円形－Ａ２ｉ７１

第２８図　第１号井戸跡・出土遺物実測図
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 （２）土坑（第２９・３０図）

　ここでは，時期及び性格が不明な土坑１３基について，実測図と一覧表で掲載する。
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第２９図　土坑実測図（１）
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第３０図　土坑実測図（２）

第１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量
　
第２号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子中量
　
第３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３  暗 褐 色 ロームブロック微量　
４  極 暗 褐 色 ローム粒子中量
　
第４号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量
２  暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
　
第５号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ローム粒子中量
　
第６号土坑土層解説
１  褐 色 ローム粒子中量
２  褐 色 ロームブロック微量
　
第７号土坑土層解説
１  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
２  褐 色 ローム粒子中量

第８号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  黒 褐 色 ローム粒子微量

第９号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
　
第１０号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ローム粒子少量
２  褐 色 ローム粒子多量
　
第１１号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ローム粒子少量
２  暗 褐 色 ロームブロック微量

第１２号土坑土層解説
１  黒 褐 色 ロームブロック微量
２  黒 色 ローム粒子微量
３  黒 褐 色 ロームブロック微量
４  極 暗 褐 色 ロームブロック微量
５  黒 褐 色 ローム粒子少量
　
第１３号土坑土層解説
１  暗 褐 色 ロームブロック少量
２  黒 褐 色 ロームブロック少量

表１３　土坑一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

覆　土底面壁面
規模（�，深さは�）

平面形長径方向位　置番号
深さ長径×短径

自然平坦緩斜１５０．４６×０．４５円形－Ａ３ｊ５１

自然平坦外傾２００．５９×０．５６円形－Ａ３ｊ５２

人為平坦緩斜３４１．１０×０．７４楕円形Ｎ－３１°－ＥＢ２ｆ８３

自然皿状緩斜２３（０．８７）×（０．６３）［楕円形］Ｎ－２０°－ＥＢ２ｆ９４

自然平坦緩斜８１．５０×１．４８円形－Ｃ３ａ５５

自然平坦外傾２２１．４２×１．２２楕円形Ｎ－４°－ＥＢ３ａ２６

自然平坦外傾２５０．６６×０．５０楕円形Ｎ－２０°－ＷＣ２ｄ４７

自然平坦緩斜２８０．７８×０．３７楕円形Ｎ－１°－ＥＣ２ｆ３８

自然皿状緩斜２１０．７９×０．６８楕円形Ｎ－３５°－ＥＣ２ｇ２９

自然平坦緩斜１１０．６４×０．５４隅丸長方形Ｎ－７３°－ＥＣ２ｇ２１０

自然平坦緩斜１５１．５０×１．１０楕円形Ｎ－３３°－ＥＣ１ｆ０１１

自然平坦緩斜３０１．４２×０．８６隅丸長方形Ｎ－７２°－ＷＣ３ｉ２１２

自然平坦外傾２２０．３６×０．３２楕円形Ｎ－２°－ＥＣ３ｈ３１３
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　（３）溝跡（第３１図）　

　ここでは，時期及び性格が不明な溝跡３条について，実測図と一覧表で掲載する。

第１号溝跡土層解説
　１　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
　２　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
　３　暗 褐 色　ロームブロック微量
　４　褐　　　色　ロームブロック微量
　５　褐　　　色　ロームブロック少量

第２号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量

第３号溝跡土層解説
　１　褐　　　色　ロームブロック少量
　２　暗 褐 色　ロームブロック微量
　３　褐　　　色　ロームブロック中量
　４　暗 褐 色　ロームブ粒子少量
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第３２図　第１号ピット群実測図
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第３１図　第１・２・３号溝跡実測図

表１４　溝跡一覧表

備　　考
新旧関係（旧→新）

覆土底面壁面
規模（ｍ，深さは㎝）

形　状方　向位　　置番号
深さ下幅上幅確認長

自然皿状緩斜２９～５４０．１８～０．５４１．９０～２．１２（１４．７４）直線Ｎ － ６６°－ Ｅ Ｃ３ｅ６～Ｃ３ｆ３１

自然皿状緩斜１２～２００．０９～０．３４０．４８～１．４８（３２．７０）クランク状
Ｎ －５８°－ Ｅ 
Ｎ －２０°－ Ｗ
Ｎ －６７°－ Ｅ 

Ｃ２ｇ８～Ｃ２ｈ２２

自然皿状緩斜６～２４０．１１～０．２４０．４１～０．８２（１１．２２）くの字状Ｎ－２４°－ Ｅ
Ｎ－４４°－ ＷＣ３ｃ６～Ｃ３ｅ６３

　（４）ピット群

　第１号ピット群（第３２図）

位置　調査Ｃ２ｇ２区～Ｃ２ｈ１区で，標高２２．４�の平坦な台地上に位置している。
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規模と形状　南北１．８�，東西２．９�の範囲から，不規則な６基のピットが確認された。径（長径）２４～４８�の

円形又は楕円形で，深さは１０～５７�である。

所見　時期及び性格は，配列に規則性が見られないことや出土土器がないため不明である。

　（５）遺構外出土遺物（第３３・３４図）

　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，実測図と

遺物観察表で示した。

10cm0

5cm0

3cm0

Q1 Q2

Q3

Q4

Q6

Q5

Q7

Q8

Q9

Q10

第３３図　遺構外出土遺物実測図（１）

第１号ピット群計測表（第３２図）

深さ（�）短径（�）長径（�）番　号深さ（�）短径（�）長径（�）番　号

１０２７３３Ｐ４１２１９２４Ｐ１

１１３７４８Ｐ５３６３５３５Ｐ２

３０３７４３Ｐ６５７３９４２Ｐ３
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第３４図　遺構外出土遺物実測図（２）

遺構外出土遺物観察表（第３３・３４図）

備　　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　土底径器高口径器種種別番号

表土中内・外面ロクロナデ　口縁部わずかに外反する普通灰白長石・石英・雲母－（３．３）［１１．９］坏須恵器１２

備　考出土位置産地・時期手法及び文様の特徴絵　付
釉　薬

胎　土
色　調底径器高口径器種種別番号

７０％　ＰＬ８ＳＤ１覆土中瀬戸・美濃系１８Ｃ後葉
～１９Ｃ前葉

体部外面下端露胎　内・外面ロクロナデ
トチン痕５か所　削りだし高台

内外面長石釉
鉄絵灰白１１．０２．９１８．８馬の目皿陶器１１

１０％　ＰＬ８表土中瀬戸・美濃系１７Ｃ前葉外面ロクロナデ内外面長石釉灰
灰白－（２．７）［１１．２］小皿陶器１３

表土中底部回転糸切痕　内面目痕鉄釉灰黄褐
暗赤褐［８．８］（３．８）－擂鉢陶器１４

表土中内面目痕鉄釉暗赤褐
赤黒［２０．９］（４．４）－擂鉢陶器１５

備　　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　土器種種別番号

表土中口唇部直下に沈線が巡る　口縁部にＲＬの単節縄文普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ４

表土中口唇部直下に沈線が沿う隆帯が巡る　口縁部にＲＬの単節縄文普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ５
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　今回の調査で，縄文時代の竪穴住居跡２軒，平安時代の竪穴住居跡１軒，時期不明の井戸跡１基，土坑１３基，

溝跡２条が確認された。また，出土遺物は旧石器時代の細石刃核から近世の陶器と多時期にわたっている。こ

こでは，それぞれの時期と遺物について概要を述べ，まとめとしたい。

１　旧石器時代

　確認できた遺物は，細石刃核４点，細石刃１点，剥片２点である。

　周辺遺跡では，小野川右岸で当遺跡の南東約６�に所在する下大井遺跡の石器集中地点からは，ナイフ形石

器，石核が出土している１）。小野川左岸では，当遺跡の南東約８�に所在する中久喜遺跡から，ナイフ形石器が

出土している２）。

　遺構は確認されていないものの，調査区周辺及び小野川流域の台地縁辺部は，狩猟場もしくはキャンプ地の

存在が想定できる。

２　縄文時代

　竪穴住居跡２軒は，調査区中央部のやや北側に位置し，出土土器から中期後葉と考えられる。第１号住居跡

からは，下端を平に整形した深鉢の口縁部のみが，炉の覆土下層からつぶれた状態で出土している。また，２号

住居跡からは，炉の覆土下層から炉の火床部を囲むように深鉢や浅鉢の口縁部片がつぶれた状態で出土してい

る。いずれも，土器埋設炉・土器片囲炉としての利用が想定される。

　周辺遺跡では，南西８�に所在する前田村遺跡Ｇ・Ｈ・Ｉ区の竪穴住居跡から土器埋設炉と土器片囲炉が確

認されている３）。

３　平安時代

　竪穴住居跡は１軒のみが確認されている。遺物数が少ないが，時期は，竈の覆土下層から出土している坏と

南東コーナー部に竈をもつ構造から９世紀後半と考えられる。

　周辺遺跡では，北東５�に所在する東岡中原遺跡から南東コーナーに竈をもつ９世紀後半の住居跡が確認さ

れている４）。

第４節  ま と め

備　　考出土位置特　　　　　　　徴材　質重量（�）厚さ（�）幅（�）長さ（�）器種番号

ＰＬ８ＳＩ３覆土中横長剥片 背面に多方向の剥離痕を有する珪質頁岩４．０１．０２．３２．７剥片Ｑ１

ＰＬ８ＳＩ３覆土中細石刃用縦長剥片の剥離痕を片面に有する珪質頁岩１０．８２．０２．３２．５石核Ｑ２

ＰＬ８表土中細石刃用縦長剥片の剥離痕を片面に有する珪質頁岩１１．１１．５２．５３．４石核Ｑ３

ＰＬ８ＳＩ２覆土中細石刃用縦長剥片の剥離痕を片面に有する珪質頁岩１６．８２．０２．９３．１石核Ｑ４

ＰＬ８ＳＩ３覆土中細石刃用縦長剥片の剥離痕を片面に有する珪質頁岩１４．５２．４２．１３．５石核Ｑ５

ＰＬ８ＳＩ３覆土中礫皮面が残る　背面に３本の稜を有し表面に彎曲する黒曜石０．７０．９０．９２．７細石刃Ｑ６

ＰＬ８ＳＩ２覆土中表裏面に多方向からの剥離痕を有する横長剥片黒曜石２．２０．５２．８２．２２次調整の有
る剥片Ｑ７

ＰＬ８表土中有茎鏃　茎部欠損　両面押圧剥離　縁部鋸歯状チャート０．８０．４１．２２．４石鏃Ｑ８

ＰＬ８ＳＩ３覆土中両面押圧剥離　縁部鋸歯状　基部欠損黒色緻密安山岩（０．７）０．３５（１．４）２．０石鏃Ｑ９

ＰＬ８表土中側面に敲打痕ありデイサイト（３５９．０）４．９６．６（８．９）敲石Ｑ１０

備　　考出土位置手法及び文様の特徴焼成色　調胎　土器種種別番号

表土中口縁部沈線が沿う隆帯による区画内にＬＲの単節縄文　胴部地文にＬＲの単
節縄文施文後沈線による区画文内を磨り消す普通にぶい褐長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ６

表土中胴部地文にＲＬの単節縄文　縦方向２本の沈線間を磨り消す普通橙長石・石英・雲母深鉢縄文土器ＴＰ７
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４　小結

　今回の調査で確認された遺構は，縄文時代中期後葉の竪穴住居跡が２軒と平安時代の竪穴住居跡が１軒のみ

であるが，霞ヶ浦に南流する小野川と蓮沼川沿に囲まれた台地縁辺部には，旧石器時代から近世にかけての遺

跡が点在している。今回は限られた調査区域であり，遺跡の全容については今後の調査が待たれるところである。
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付章�新井南山遺跡における溝埋積物のテフラ分析

 パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　つくば市に所在する新井南山遺跡は，霞ヶ浦西方に分布する筑波稲敷台地の東部に位置する。筑波稲敷台地

は，南関東の小原台面（武蔵野台地のＭ１面）に対比される上位台地Ｃに区分されている（貝塚ほか編，２０００）。

発掘調査では，表層の耕作土とされる層位の下位に埋積した溝状の遺構が検出されているが，遺構に伴う遺物

はほとんど認められていない。

　本報告では，これらの溝状の遺構について，その埋積土層中における，噴出年代の明らかにされている指標

テフラの産状を調べることにより，その構築あるいは廃棄の年代に関わる資料を得ることを目的とする。

１．試料

　試料は，ＳＤ‐１およびＳＤ‐２とされた２基の溝状の遺構で作製された横断面より採取した。発掘調査所見によ

り，ＳＤ‐１の断面では，表層の耕作土層およびその下位に黄褐色の耕作土層が認められ，その下位に上位より１

層から８層までの遺構埋積層が分層されている。これらのうち，１層は黒色，５層は黒褐色を呈し，２～４層は

暗褐色，８層は暗黄褐色を呈する。試料は，表層の耕作土層，黄褐色の耕作土層，１～５層および８層の各層か

ら１点ずつの８点を採取し，上位より試料番号１～８を付した。さらに，ＳＤ‐１の調査区北壁の１層，同調査区

南壁の１層，５層の各層より試料を１点ずつ採取した。分析には，これらの試料のうち，黄褐色の耕作土層お

よび８層を除く計９点を供した。

　一方，ＳＤ‐２の断面でもＳＤ‐１と同様に１層から８層までの分層がなされている。各層の色調もＳＤ‐１の同名の

各層とそれぞれほぼ同様である。試料は，１層～５層および８層の各層から１点ずつの６点を採取し，上位よ

り試料番号１～６を付した。さらに，ＳＤ‐２の調査区南壁の１層より試料を１点採取した。分析には，これらの

試料のうち，８層を除く計６点を供した。

２．分析方法

　試料約２０ｇを蒸発皿に取り，水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し，上澄みを流し

去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後，実体顕微鏡下にて観察する。観察は，テ

フラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし，その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火

山ガラスについては，その形態によりバブル型と中間型，軽石型に分類する。各型の形態は，バブル型は薄手

平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるＹ字状の高まりを持つもの，中間型は表面に気泡の少ない厚手平

板状あるいは塊状のもの，軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のも

のとする。

３．結果

　分析結果を表１に示す。以下に地点ごとに結果を述べる。

　ＳＤ‐１：スコリアはいずれの試料にも全く認められない。火山ガラスは，１層に少量，２層に微量，３～５層に

は極めて微量認められた。いずれの試料も，無色透明のバブル型である。軽石は，表土に中量，１層に微量，２

層および３層に極めて微量認められた。これらのうち，表土の軽石は，最大径約１．５�，灰白色を呈し，発泡は
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良好～やや良好，斜方輝石の斑晶を包有するものも認められた。一方，１層および２層の軽石は，最大径約１．５

�，灰褐色を呈し，発泡はやや不良，斜方輝石の斑晶を包有するものも認められた。さらに，３層の軽石は，最

大径約１�，白色を呈し，発泡は不良，角閃石の斑晶を包有するものも認められた。

　ＳＤ‐１調査区北壁１層：微量の火山ガラスと微量の軽石が認められた。火山ガラスは無色透明のバブル型であ

り，軽石は，ＳＤ‐１の１層および２層の軽石と同様の特徴を有する。

　ＳＤ‐１調査区南壁：１層には，火山ガラスが微量，軽石が少量認められ，５層には火山ガラスが中量，軽石が

極めて微量認められた。火山ガラスは，いずれも無色透明のバブル型である。軽石については，１層の軽石は

ＳＤ‐１の１層および２層のものと同様であるが，５層の軽石はＳＤ‐１の３層の軽石と同様である。

　ＳＤ‐２：スコリアはいずれの試料にも全く認められない。火山ガラスは，１層に微量，２層に極めて微量，３層

および５層には少量，４層には中量認められた。いずれの試料も，無色透明のバブル型である。軽石は，１～

３層に極めて微量認められた。いずれの軽石もＳＤ‐１の３層の軽石と同様である。

　ＳＤ‐２調査区南壁１層：少量の火山ガラスと極めて微量の軽石が認められた。火山ガラスは無色透明のバブル

型であり，軽石は，ＳＤ‐１の１層および２層の軽石と同様の特徴を有する。

４．考察

（１）指標テフラの同定

　ＳＤ‐１の表土に中量認められた軽石は，軽石の特徴と産出層位および新井南山遺跡の地理的位置におけるテ

フラの分布（例えば町田・新井（２００３）など）から，江戸時代の天明３年（ＡＤ１７８３）に浅間火山から噴出し

た浅間Ａテフラ（Ａｓ‐Ａ：荒牧，１９６８；新井，１９７９）に由来すると考えられる。一方，ＳＤ‐１の１層，２層， 
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表１．テフラ分析結果

由来する
テフラ

軽　　　　石火山ガラススコリア試料
番号

層名色調遺構名・地点名
最大粒径色調・発泡度量色調・形態量量

As-A１．５GW･g～sg＋＋＋－－１表土暗褐色

ＳＤ‐１

As-B１．５GBr･sb＋cl･bw＋＋－３１層黒色

As-B１．０GBr･sb（＋）cl･bw＋－４２層暗褐色

Hr-FA１．０W･b（＋）cl･bw（＋）－５３層暗褐色

－cl･bw（＋）－６４層暗褐色

－cl･bw（＋）－７５層黒褐色

As-B１．０GBr･sb＋cl･bw＋－１層暗褐色ＳＤ‐１調査区北壁

As-B１．０GBr･sb＋＋cl･bw＋－１層黒褐色
ＳＤ‐１調査区南壁

Hr-FA１．２W･b（＋）cl･bw＋＋＋－５層黒褐色

Hr-FA０．８W･b（＋）cl･bw＋－１１層黒褐色

ＳＤ‐２

Hr-FA０．８W･b（＋）cl･bw（＋）－２２層暗褐色

Hr-FA１．０W･b（＋）cl･bw＋＋－３３層暗褐色

－cl･bw＋＋＋－４４層暗褐色

－cl･bw＋＋－５５層黒褐色

As-B１．０GBr･sb（＋）cl･bw＋＋－１層黒褐色ＳＤ‐２調査区南壁

凡例　－：含まれない．（＋）：きわめて微量．＋：微量．＋＋：少量．＋＋＋：中量．＋＋＋＋：多量．
Ｂ：黒色．Ｇ：灰色．Ｂｒ：褐色．ＧＢ：灰黒色．ＧＢｒ：灰褐色．Ｒ：赤色．Ｗ：白色．ＧＷ：灰白色．
ｇ：良好．ｓｇ：やや良好．ｓｂ：やや不良．ｂ：不良．最大粒径はｍｍ．
ｃｌ：無色透明．ｂｒ：褐色．ｂｗ：バブル型．ｍｄ：中間型．ｐｍ：軽石型．



ＳＤ‐１調査区北壁の１層，同南壁１層さらにＳＤ‐２調査区南壁１層に認められた軽石は，軽石の特徴と新井南山

遺跡の地理的位置におけるテフラの分布（上述）から，平安時代の天仁元年（ＡＤ１１０８）に浅間火山から噴出

した浅間Ｂテフラ（Ａｓ‐Ｂ：荒牧，１９６８；新井，１９７９）に由来すると考えられる。

　ＳＤ‐１の３層，ＳＤ‐１調査区南壁の５層，ＳＤ‐２の１～３層に認められた軽石は，軽石の特徴と新井南山遺跡の

地理的位置におけるテフラの分布（上述）から，古墳時代の６世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名二ツ岳渋

川テフラ（Ｈｒ‐ＦＡ：新井，１９７９；早田，１９８９）に由来すると考えられる。

　なお，各試料中に認められた無色透明のバブル型火山ガラスは，これまでの茨城県南部における台地上の土

壌（いわゆるロームおよび黒ボク土）の分析例から，ローム層の上部に多く含有される姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ：

町田・新井，１９７６）に由来すると考えられる。

（２）遺構の年代について

　ＳＤ‐１については，表土中にＡｓ‐Ａの軽石が比較的多く含まれ，下位の遺構埋積層中からはＡｓ‐Ａの軽石を全

く認めることができないことから，Ａｓ‐Ａの降灰した１７８３年頃には，ＳＤ‐１は完全に埋積した状態であったと考

えられる。次に，Ａｓ‐Ｂの降灰とＳＤ‐１との関係については，以下のように考えることができる。仮に，ＳＤ‐１の

構築が，Ａｓ‐Ｂの降灰より以前であったとした場合には，ＳＤ‐１の機能時あるいは廃棄された後の埋積時にＳＤ‐

１内にＡｓ‐Ｂが降下堆積する。ここで，Ａｓ‐Ｂの噴出量（体積）はＡｓ‐Ａを上回り，かつ両テフラの分布はほぼ同

様である（町田・新井，２００３）ことを考慮すれば，ＳＤ‐１内にＡｓ‐Ｂが降下堆積した場合には，その埋積層中に

は，少なくとも上述の表土中におけるＡｓ‐Ａと同量以上のＡｓ‐Ｂの軽石が含有されているはずである。しかし，

埋積層中におけるＡｓ‐Ｂの軽石の量は結果に述べた通りである。したがって，ＳＤ‐１の構築は，Ａｓ‐Ｂの降灰よ

りも後，すなわち１２世紀初頭よりも以後である可能性が高い。このことは，埋積層中からＡｓ‐Ｂの軽石が全く

検出されなかったＳＤ‐２において，より確実であると言える。以上のことから，ＳＤ‐１およびＳＤ‐２ともに，その

構築年代はＡｓ‐Ｂの降灰した１２世紀初頭以降であり，Ａｓ‐Ａの降灰した１８世紀末には完全に埋積され，地表から

は窺い知ることのできない状態であったと考えられる。

　なお，遺構の埋積は，基本的には降雨や重力により，遺構の壁を構成している土層や周囲の土層から砕屑物

が供給されることにより進行すると考えられる。今回の分析により埋積層中から検出された軽石（Ａｓ‐Ｂ，Ｈｒ‐

ＦＡ）および火山ガラス（ＡＴ）は，遺構が構築された時には既に周囲の土層中に含まれていたと考えられ，遺

構を埋積した砕屑物に含まれていたと考えられる。
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図版１　テフラ

１．As-Aの軽石（SD-1；1） ２．As-Bの軽石（SD-1調査区南壁；１層）

３．Hr-FAの軽石（SD-2；3）

Pm：軽石
1.5㎜
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新 井 南 山 遺 跡

手 代 木 田 向 遺 跡



新井南山遺跡　PL１

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 １ 号 陥 し 穴

完 掘 状 況



新井南山遺跡　PL２

第１・２号溝跡完掘状況

第１号溝跡土層断面

第２号溝跡土層断面

第１・２号溝跡完掘状況 第１号道路跡完掘状況



新井南山遺跡　PL３

SⅠ１－１ 遺構外－３

遺構外－６

SK３－TP６

SK３－TP７ SF１－M１

第１号住居跡，第３号土坑，第１号道路跡，遺構外出土遺物

SⅠ１－TP４SⅠ１－TP１

SⅠ１－TP３ 遺構外－TP１５

遺構外－５

遺構外－TP８



新井南山遺跡　PL４

SⅠ１－Q１ 遺構外－Q４

遺構外－Q７ 遺構外－Q１１

遺構外－Q６ 遺構外－Q５

石器

遺構外－Q９ 遺構外－Q１０ SK３－Q２



手代木田向西遺跡　PL５

第１号住居跡炉

遺 物 出 土 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第２号住居跡炉

遺 物 出 土 状 況



手代木田向西遺跡　PL６

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 井 戸 跡

完 掘 状 況

調 査 区 全 景



手代木田向西遺跡　PL７

第１・２・３号住居跡出土遺物

SⅠ１－５

SⅠ１－６

SⅠ３－９

SⅠ１－２

SⅠ２－８

SⅠ１－１

SⅠ２－７

SⅠ１－４



手代木田向西遺跡　PL８

SⅠ１－TP１ SⅠ１－TP３ SⅠ１－TP２

遺構外－１３

遺構外－Q６
遺構外－Q７

遺構外－Q４

遺構外－Q１０

第１号住居跡，遺構外出土遺物，石器

遺構外－Q１

遺構外－１１

遺構外－Q５遺構外－Q２

遺構外－Q９遺構外－Q８

遺構外－Q３
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